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企業従業員向け「生活に必要な日本語」

横浜で楽しく「はたらく」日本語講座

横浜市委託事業 文化庁令和2年度「地域日本語教育の総合的な体制づくり推進事業」活用

横浜市国際交流協会（YOKE)



趣旨

企業等に就業する外国人の増加に伴い、仕事に役立つ日本語学習を希望す

る外国人も増加している。そこで、企業従業者を対象として、職場や地域生活に

おける知識や日本語を学ぶ日本語講座を開催する。開催にあたっては、産業界

との連携により、学習者ニーズの把握を行うとともに、企業が外国人を理解・交

流する場としても活用する。 補足資料 ３，４ページ

目的

• （１）外国人に対し、職場や地域での生活において必要な知識や日本語を学ぶ

機会を提供する。

• （２）日本語講座の実施を通じて、企業や日本人従業員等と外国人との交流・

相互理解を深める。

• （３）企業等と連携した日本語学習支援の可能性を検討する。
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出典：厚生労働省「外国人雇用状況」 000590310.pdf (mhlw.go.jp) 3

増加する外国人就労者（全国）
日本語教室開催の背景

https://www.mhlw.go.jp/content/11655000/000590310.pdf


出典：厚生労働省「外国人雇用状況」 000590310.pdf (mhlw.go.jp) 4

事業所の規模別 外国人就労者の状況（全国）
日本語教室開催の背景

https://www.mhlw.go.jp/content/11655000/000590310.pdf


講座名：横浜で楽しく「はたらく」日本語講座

日 時
2020年12月16日 12月23日
2021年1月13日 1月20日 1月27日 2月3日

2月10日 2月17日（全8回）
いずれも水曜日 １９：００－２１：００

会 場 オンラインZoom

人 数 14人（途中退会者含む） 7人×2コース

対 象
Aコース（N5-N4目安）ひらがな、カタカナは読める。ゆっくりならば日
常会話が理解できる人。
Bコース（N4-N3目安）基礎的な漢字は読める。普通の速さで日常会
話が理解できる人。 5



Aグループ 7名

国地域 インド、ベトナム、モンゴル

業種等 製造業、IT、流通、派遣社員

Bグループ 7名

国地域 インド、エジプト

ベトナム、モンゴル

業種等 製造業、研究施設、学生
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学習者の状況



カリキュラム
（各コース共通）

回 内 容

第1回 お互いを知る

第2回
職場でのやりとり① 挨拶をする、連絡をする、

指示を受ける、確認する

第3回
職場でのやりとり② 頼む、お願いをする

第4回
職場でのやりとり③ 許可をもらう、断る

第5回
職場でのやりとり④ 謝る、職場の規則

第6回
職場でのやりとり⑤ 誘う、断る

第7回
職場でのやりとり⑥ 電話をかける、受ける

第8回 まとめ

7講 師 2名（各コース1名） 公益社団法人国際日本語普及協会（AJALT）より派遣



・カリキュラムのテーマに沿っ
た文法を導入し、使い方を提
示したのち代入練習などを
行った。
・導入単元の言葉を使った動
画などを見て、それぞれの職場
に合わせた対応の仕方を考え
た。
・間違えやすい発音、イントネー
ション、拍などの練習をした。

Aコース
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各コースの活動内容



・朝礼でのミニスピーチを想定
し輪番で披露した。スピーチ後
は自己評価、他者評価も行い
日本語の運用力を上げた。
・職場での「困った」場面を切
り取り、日本語での上手な受
け答えや企業文化に配慮した
応対を学んだ。
・季節の行事を取り上げ日本
文化を紹介した。

Bコース
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各コースの活動内容



マナーや他の国の
文化も知ることが
できた。

学習者の声
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先生が熱心で
わかりやすかった。

いろいろな国の人と
話せてよかった。

今後、日常会話や
レポートの書き方など
の講座に参加したい。

先生や仲間と楽しい
時間を過ごせた。
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◎コロナ禍でもあり、学習機会が少なくなっていて、今回の講座を楽しみにしてくれた
学習者が多かった。

◎日頃、自宅と職場の往復で、行動範囲が狭く、人間関係が固定されてしまっている
ことがうかがえた。
職場や国籍が異なる人と交流できたことはよかったようだ。

◎日本語を学習する意欲が増し、さらにステップアップした講座や会話クラスを希望
する学習者も多かった。

講座を振り返って


